


























































哺乳類  国外外来種

目名 ネコ目

科名 アライグマ科

種名（亜種名：*） アライグマ

学名 Procyon lotor
カテゴリー（北海道） ■A1/□A2/□A3/□B/□C/□D/□E/□ｈ/□K

カテゴリー（環境省） ■特定外来生物/□要注意外来生物

カテゴリー（日本生態学会
ワースト100）／（IUCN世界の
侵略的ワースト100）

■日本の侵略的ワースト100/□世界の侵略的ワースト100

原産地 カナダ南部からメキシコ北部にかけて広く分布

導入年代 不明

初報告 1992年(*1)

全国分布 47都道府県

道内分布 133市町村（平成22年4月現在）

導入の原因 飼育個体の逃亡・遺棄

生活史型

メスは発情期になると、通常2～6個体と交尾する乱婚性の特徴をみせる(*10)。オスは交尾を終えると1
～3日はメスと行動を共にするが、その後は完全に別行動をとり、子育てには参加しない(*11)。出産性
比は、一般的に個体数が安定している地域では、ほぼ1対1になるが(*11,13)、急増中の個体群の場
合、メスの比率が高くなることも報告されている(*15)。

形態
体型には性的二型があり、全体的にオスが大型である。体重： 3.6～9.0kg、全長：オス63.4～105.0cm、
メス60.0～90.9cm、尾長：オス20.0～40.5cm、メス19.2～34.0cm(*16)

繁殖形態

2～3月に交尾期を迎え(*11)、54～70日の妊娠期間を経て(*15,16)、平均3～4頭の子を出産する(*11)。
メスの妊娠率は当歳個体で0～73%、2歳以上の個体で68～100%(*11)。1歳前死亡率は35%～48%程度と
比較的低い(*12)。出産は早いもので4月に始まり，6月上旬頃までに終わるのが一般的なパターンであ
るが(*11)、繁殖に失敗したメスの中には、同じ年のうちに2度目の発情期がくることもある。

生息環境

通常、餌や水資源、巣環境などの整った地域に定住する複数のメスを単独のオスが囲う形で行なわれ
るため(*14)、一般的には湿潤で水資源の豊富な森林環境を中心に分布が広がる傾向が強い
(*15,16)。しかし、一定の水資源さえ確保できれば，本来は生息不適地である乾燥地帯や都市部まであ
らゆる環境に適応する力を持っており(*15,16)、日本においても、北海道の牧場地帯から、鎌倉や大阪
などの都市域まで全国に広く定着が確認されている(*6)。

特記事項 夜行性、半冬眠、木登りが得意で大径木の樹洞などを好んで利用する(*15,16)。

被害の実態・おそれ

　①生態系にかかる影響
①直接捕食による鳥類や小型の哺乳類、魚類、両生爬虫類、昆虫類、甲殻類などへの影響(*2,5,8)、
感染症の伝播（*3,9）、在来種との競合(*4)

　②農林水産業への影響 ②トウモロコシやイチゴ、メロン、スイカなど農作物の食害、養鶏場、養魚場における食害(*2)

　③人の健康への影響 ③原産国では、狂犬病、アライグマ回虫症の媒介者として有名(*3)

被害をもたらしている要因

　①生物学的要因 ①天敵の不在、雑食性、高い繁殖能力、樹上性、半冬眠

　②社会的要因 ②テレビアニメによる一大ペットブームの到来と同時多発的な遺棄、放逐の発生(*6)

特徴並びに近縁種、類似種
5本の独立した肢指、蹠行性、眉間の黒い線、耳の縁取りが白い、はっきりとした白いヒゲが特徴(*17)。
タヌキ、ハクビシンなどと見間違えられることが多い。

対策

平成6年より狩猟獣に指定。平成10-11年に「アライグマ被害対策検討協議会」、平成11-13年に「アライ
グマ対策検討委員会」を設置するとともに調査研究を進め、平成15年度より「北海道アライグマ対策基
本方針」を定め、排除を進めている。また、「北海道動物の愛護及び管理に関する条例」でアライグマを
特定移入動物に指定し、新たなアライグマの侵入予防をはかっている。（特定外来生物指定後に解除）
特定外来生物(2005.6.1)

その他の関連情報 特になし

分布図 ■有り/□無し

写真／イラスト ■有り/□無し

備考

　　 ここでは、代表的な例を８種掲載している。全種の解説は、ホームページに掲載する。

①アライグマ（哺乳類）

種の生態学的特性

影響

参考文献(省略、ホームページで全文献名掲載)

アライグマ

分類

(４)選定種の解説

導入の経緯
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哺乳類  国外外来種

目名 ネコ目

科名 イタチ科

種名（亜種名：*） ミンク

学名 Neovison vison

カテゴリー（北海道） ■A1/□A2/□A3/□B/□C/□D/□E/□ｈ/□K

カテゴリー（環境省） ■特定外来生物/□要注意外来生物

カテゴリー（日本生態学会
ワースト100）／（IUCN世界の
侵略的ワースト100）

□日本の侵略的ワースト100/□世界の侵略的ワースト100

原産地
アメリカ合衆国西南部以南を除く北アメリカ一帯
（アラスカ、カナダを含む）(*5)

導入年代

昭和3年11月に農林省がアメリカ合衆国から北海道に4頭を
輸入したのが最初。野生化の正確な時期は不明だが、
1953年から始まった本格的な飼育事業の発展に伴い、
遺棄や逃亡による野生化が始まり、1960年代中頃には
定着したと考えられる(*5)。

初報告 1982年(*1)

全国分布 北海道、栃木県、長野県、福島県、新潟県（新聞報道など）

道内分布
全道に分布するが、海岸部をはじめとする水辺に多く、
山地にはほとんど生息しない。

導入の原因 毛皮養殖用飼育個体の逃亡・遺棄

生活史型
母子関係は2ヶ月あまり続き、子は秋までに成体と同サイズとなるが、0才、1才の生存率は著しく低いも
のと予想される。

形態
頭胴長：オス355-440mm、メス325-387mm、尾長：オス360mm、メス300mm、体重：オス655-1580g、メス
360-877g(*4,5)。毛色は通常は黒いが、飼育技術によって、プラチナ、バイオレット、パステルなどの毛
色タイプに区分されている。

繁殖形態
飼育下では晩秋に交尾し、翌春に4～5頭の子を出産(*4)。野生化個体の資料からは、3月頃に交尾し
て5月中・下旬に5～7頭の子を出産すると推定される。メスの繁殖率は高く、成体は毎年繁殖すると推
定される。

生息環境 河辺ヤナギ林や湿地林を中心とする森林・ササ植生・水田。水辺を好む。

特記事項 特になし

被害の実態・おそれ

　①生態系にかかる影響 ①直接捕食によるノネズミ、鳥類、魚類、両生類、甲殻類への影響(*2,3,4,5)

　②農林水産業への影響 ②養鶏、養魚場における食害

　③人の健康への影響 ③不明

被害をもたらしている要因

　①生物学的要因 ①競合する可能性のあった在来の近縁種であるニホンカワウソの絶滅

　②社会的要因 ②1953年から本格化した毛皮目的の増殖事業(*5)

特徴並びに近縁種、類似種
同じく外来種であるニホンイタチと営巣場所や餌をめぐる競合関係があると予想される。ミンクが水系に
強く執着するのに対し、ニホンイタチは水辺から山間部まで多様な環境に生息できる(*4)。

対策 平成6年より狩猟獣指定

その他の関連情報
1920年の記録を最後に絶滅したと言われているニホンカワウソの目撃情報が続いた1970年代のいわ
ゆる「カワウソ騒動」は、野生化したミンクの誤認であったと考えられている(*5)。

分布図 ■有り/□無し

写真／イラスト ■有り/□無し

備考

②ミンク（哺乳類）

影響

参考文献(省略、ホームページで全文献名掲載)

ミンク

分類

導入の経緯

種の生態学的特性
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魚類  国外外来種

目名 サケ目

科名 サケ科

種名（亜種名：*） ブラウントラウト

学名 Salmo trutta
カテゴリー（北海道） ■A1/□Ａ2/□Ａ3/□B/□C/□D/□E/□ｈ/□K

カテゴリー（環境省） □特定外来生物/■要注意外来生物

カテゴリー（日本生態学会
ワースト100）／（IUCN世界の
侵略的ワースト100）

■日本の侵略的ワースト100 /■世界の侵略的ワースト100

原産地 ヨーロッパからアラル海を含む西アジア

導入年代 1877年～1926年のいずれか

初報告 1980年

全国分布
北海道、神奈川県、長野県、山梨県、栃木県、群馬県
など10都道県

道内分布 ほぼ道内全域

導入の原因
はじめニジマスあるいはカワマス卵に混入して移入、
のちに釣り対象魚として放流された。

生活史型 淡水型、遡河回遊型

形態

頭部は扁平し、尾柄は太い。背側は黄土色に近い茶色で、頭部から背部には薄い色で縁取られた大き
な黒点が散在し、側線付近を中心に、白く縁取られた朱点が散在する。但し、大型の個体では、朱点を
欠くものもある。降海型では、体側が銀白色、背部は青みがかる。一般にニジマスより成長速度は遅い
といわれており、河川型では1、2、3、4年でそれぞれ9、19、26、31㎝となる。降湖型は大型魚が多数確
認されており、支笏湖では90㎝を超えるものも釣られている。また、カスピ海では125ポンド(56.6㎏)に達
するものも記録されている。魚食性が強く、昆虫から甲殻類、他の小魚をよく捕食する(*1）。

繁殖形態
多回産卵型。本道での産卵期は12～3月。河川上流の淵尻から瀬頭への移行帯の浅い砂礫底に産卵
床をつくる(*2）。

生息環境
河川の上流から中流と自然湖、人工湖および沿岸海域。降海型は、定置網で相当数が捕獲されている
ことから、沖合いには出ず、沿岸回遊していると考えられる。

特記事項
非常に魚食性が強い。北米同様、本道においても降海型が母川以外に遡上し、生息域を拡大している
ことが確認されている(*4）。

被害の実態・おそれ

　①生態系にかかる被害

①1）採餌をはじめとするニッチの争奪により、種間競争が発生する。2）産卵床の競合で、在来種の生
存率を低下させるおそれがある。3）強い魚食性のため、在来の水圏生物に対し、上位捕食者として直
接的な影響を与える。4）上記の事象に加え、母川以外の河川にも容易に遡上し、環境適応度も高いた
め、結果として在来魚との置換が発生する。5）秋田県では、在来イワナとの属間交雑の報告もある。6）
日高地方のある湖沼では、ニホンザリガニへの捕食圧が問題視されている(*6）。

　②農林水産業への影響 ②サクラマス(ヤマメ)やシロサケ稚魚の捕食など(*1,2）。

　③人の健康への影響 ③不明

被害をもたらしている要因

　①生物学的要因
①1）在来種であるサクラマス(ヤマメ)やアメマス(イワナ)と同様の環境で、それらより後に産卵するた
め。2）採餌をはじめとするニッチが在来種と競合するため(*1,2,3）。母川回帰性が弱く、一旦海洋に出
ると、近傍の母川以外の近傍の河川にも遡上、繁殖するため(*4,5）。

　②社会的要因
②遊魚対象として人気が高く、北海道内水面漁業調整規則の移殖放流禁止対象魚指定以前は、多く
の水系に放流されていたため。

特徴並びに近縁種、類似種
大型個体はニジマスに似るが、体側の紅色縦帯がないことや、尾びれの黒点がないか少ないことで区
別できる(*1）。

対策 北海道内水面漁業調整規則の移殖放流禁止対象魚

その他の関連情報 アメリカ・コロラド川では、ねじれ病(Whiring Disease)の媒介主として問題となった。

分布図 ■有り/□無し

写真／イラスト ■有り/□無し

備考

影響

③ブラウントラウト（魚類）

参考文献(省略、ホームページで全文献名掲載)

ブラウントラウト
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分類

導入の経緯

種の生態学的特性



魚類  国外外来種

目名 スズキ目

科名 サンフィッシュ科

種名（亜種名：*） ブルーギル

学名 Lepomis macrochirus
カテゴリー（北海道） ■A1/□Ａ2/□Ａ3/□B/□C/□D/□E/□ｈ/□K

カテゴリー（環境省） ■特定外来生物/□要注意外来生物

カテゴリー（日本生態学会
ワースト100）／（IUCN世界の
侵略的ワースト100）

■日本の侵略的ワースト100 /□世界の侵略的ワースト100

原産地 五大湖からアメリカ合衆国東部を経てメキシコ北東部

導入年代 本州では1960年

初報告 1995年

全国分布 全国

道内分布 函館市五稜郭公園濠(*1)

導入の原因

日本へは1960年に養殖魚として導入されたが、
現在では養殖されていない。
北海道にも養殖魚として導入されたが、定着しなかった。
その後、遊漁者による放流と他の放流魚への混入により
分布が拡大した。
北海道での分布は公園の池であり、移入の原因は不明(*1,2)。

生活史型 淡水型

形態
体は著しく扁平し、体高は高い。口は小さく、鰓蓋後部に名前の由来となる濃紺の斑紋がある。ふつう
全長20cm、最大40cmに達する。植生は雑食性で、水生植物から小魚まで捕食する(*2)。

繁殖形態
産卵期は日本では5～9月。22℃～29℃で産卵する。雄は水底にすりばち状の巣をつくり、産卵受精後
は雄が卵から稚魚まで保護する。産卵床を守るオスはなわばりをもつが、ひとつひとつの範囲は狭い。
しかし、それらが寄り集まってコロニーを形成する（*2）。

生息環境 湖沼や河川の流れのゆるやかで水草のあるところを好む(*2）。

特記事項 特になし

被害の実態・おそれ

　①生態系にかかる影響 ①小型魚類や甲殻類から水生植物に至る在来生物を捕食し、駆逐する（*2）。

　②農林水産業への影響 ②不明

　③人の健康への影響 ③不明

被害をもたらしている要因

　①生物学的要因
①本種は、食餌資源ニッチに幅があり、環境適応度が高い。繁殖力も旺盛で、成熟期間は1年と短い
(*2）。

　②社会的要因
②本道への導入経緯は不明だが、他の地域では、1970年代まで食用として公的機関による養殖実験
放流が行われていたことに由来する。

特徴並びに近縁種、類似種
同じサンフィッシュ科のオオクチバスに比べ、体調ははるかに小さく、名前の由来となった濃紺の斑紋に
よって、容易に判別が可能(*2）。

対策
2009年現在、北海道水産孵化場・工藤智氏らのグループによって、電気ショッカーボートを用いた駆除
研究事業が継続されている(*1）。北海道内水面漁業調整規則の移殖放流禁止対象魚。

その他の関連情報 特になし

分布図 ■有り/□無し

写真／イラスト ■有り/□無し

備考

④ブルーギル（魚類）

影響

参考文献(省略、ホームページで全文献名掲載)

ブルーギル
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分類

導入の経緯

種の生態学的特性



昆虫類  国外外来種

目名 膜翅目

科名 ミツバチ科

種名（亜種名：*） セイヨウオオマルハナバチ

学名 Bombus terrestris

カテゴリー（北海道） ■A1/□A2/□A3/□B/□C/□D/□E/□ｈ/□K

カテゴリー（環境省） ■特定外来生物/□要注意外来生物

カテゴリー（日本生態学会
ワースト100）/（IUCN世界の
侵略的ワースト100）

■日本の侵略的ワースト100/□世界の侵略的ワースト100

原産地 ヨーロッパ(オランダまたはベルギー)

導入年代 本州では1991年(*1)

初報告 1996年日高にて自然巣を発見

全国分布 27都道府県(*1)

道内分布 118市町村（2010年3月現在）で確認(*2)

導入の原因 ビニールハウス内での花粉の受粉のために導入

生活史型 完全変態

形態
胸部・腹部のそれぞれが鮮やかな黄色と黒の縞模様で、腹部第5節から先端までは白色。この斑紋
は、女王バチ、働きバチ、雄バチでほとんど変わらない。花蜜を餌とし、蜜源植物の対象は広い。但し、
中舌が短いため、蜜源が深い花の場合、根元に穴を開けて蜜を吸う盗蜜を行う(*1)。

繁殖形態 土中で営巣して大きなコロニーを作る。新女王が越冬。

生息環境 やや開けた草地や林間など

特記事項 特になし

被害の実態・おそれ

　①生態系にかかる影響
①盗蜜によるエンゴサク類の種子生産阻害や在来マルハナバチとの交雑による生殖攪乱のおそれ。ポ
リプダニ媒介による在来マルハナバチの駆逐(*1)

　②農林水産業への影響 ②不明

　③人の健康への影響 ③刺傷

被害をもたらしている要因

　①生物学的要因

①エンゴサク類等野生植物の種子生産阻害は、本種が短舌であるため、花弁の脇に穿孔することによ
る。在来種オオマルハナバチとは、すでに交雑が確認されている。本種に寄宿するポリプダニはヨー
ロッパ系統であり、在来マルハナバチは耐性が備わっていない可能性がある。また、マルハナバチ属
は有毒の刺針を持つため、刺された場合は痛み、腫れ等の症状を引き起こす。

　②社会的要因 ②トマトを中心とした受粉用に短期間のうちに大量に導入されたことによる(*1)。

特徴並びに近縁種、類似種 道東にのみ生息するノサップマルハナバチと酷似する(*1)。

対策

駆除事業およびボランティアによる捕殺が実施されている。また、現在は受粉用に本種を用いる場合
は、定められた設備を設置した上で、環境省の許認可を受けることが義務づけられた。なお、本州では
外来生物法施行以降は、本種に代わりクロマルハナバチ（国内外来種）の利用に置き換わりつつある
(*1)。

その他の関連情報 環境省、保全生態学研究会（代表：東京大学 鷲谷いずみ教授）と連携し生息情報収集を継続中(*2)

分布図 ■有り/□無し

写真／イラスト ■有り/□無し

備考

種の生態学的特性

影響

⑤セイヨウオオマルハナバチ（昆虫）

参考文献(省略、ホームページで全文献名掲載)

セイヨウオオマルハナバチ

分類

導入の経緯
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昆虫以外の無脊椎動物   国外外来種

目名 十脚目
科名 ザリガニ科
種名（亜種名：*） ウチダザリガニ
地方名 タンカイザリガニ
学名 Pacifastacus leniusculus
カテゴリー（北海道） ■A1/□A2/□A3/□B/□C/□D/□E/□ｈ/□K
カテゴリー（環境省） ■特定外来生物/□要注意外来生物
カテゴリー（日本生態学会
ワースト100）／（IUCN世界の
侵略的ワースト100）

■日本の侵略的ワースト100/□世界の侵略的ワースト100

原産地 北アメリカ　コロンビア
導入年代 1930年7月25日
初報告 1953年

全国分布
北海道、福島県、滋賀県、長野県。最近になり千葉県でも
発見され、調査が進められている。

道内分布

中川町、北見市、清里町、標津町、枝幸町、置戸町、根室市、
釧路湿原、帯広市、豊頃町、摩周湖、屈斜路湖、阿寒湖、
然別湖、支笏湖、洞爺湖。
近年になって北海道東部と北部を中心に急速に生息範囲
を拡大している(*3)。

導入の原因

国内へは、食料増産を目的として政府が公式に輸入した例がある。日本全国の水産試験場に配布された
(*2,3)。その他、研究用に持ち込まれたものや商社が産業目的で輸入・販売したケースなど、背景は多様（*3)。
北海道では、食料増産を目的として正式に放流された(*3)。当初、摩周湖のみに定着したが、摩周湖から持ち出
された個体の密放流により分布を拡大したとされる(*2)。

生活史型 孵化後2～3年で成熟し、寿命は5～6年(*2,3)
形態 最大で全長15cm程度に成長し、ニホンザリガニを食べる(*2)。

繁殖形態
北海道での交尾期は初雪の頃（10～11月）。その数週間後に産卵が始まる。メスは腹部に卵を抱えたまま越冬
し、翌年の初夏に卵が孵化する。卵数は数百(*3)

生息環境
冷水性の河川や湖沼。ただし音更町では、温泉水が流入する高水温性の小河川にも定着し、アメリカザリガニと
共存していることが確認されている(*4)。

特記事項

随伴生物として甲殻類の1種とヒルミミズ類の1種が確認されている。
摩周湖のニジマス（外来生物）の胃にウチダザリガニが詰まっていたという報告があり、ニジマスの餌資源になっ
ていると考えられる(*3)。同様に、外来種であるミンクやアライグマがウチダザリガニを食べていたという目撃例
がある(*3)。

被害の実態・おそれ

　①生態系にかかる影響

①在来種ニホンザリガニとの競合 捕食者として湿原生態系などの在来生態系を撹乱している可能性が高い(*1,
3)。ミズカビ病（ザリガニペスト）を媒介し、在来種に感染させる可能性がある。国外で行われた室内実験では、
日本固有のニホンザリガニがミズカビ病に感染すると100％致死することが明らかになっている(*5)。阿寒湖では
国指定の天然記念物であるマリモに穴を開けるなどの被害も確認されている(*2)。

　②農林水産業への影響 ②不明

　③人の健康への影響 ③不明

被害をもたらしている要因

　①生物学的要因
①水温変動や汽水環境にも耐性がある(*1)。北海道の千島火山帯に属するあたりには水温が低いカルデラ湖
が多く存在し、本種の原産地（北米のコロンビア川水系）にある湖と似た環境になっている（*3）。

　②社会的要因

②分布拡大の一番の要因として、人為的な放流があげられる（*1,2,3)。その背景は、ウチダザリガニというザリガ
ニ自体を知らない市民が多いことに加えて、ニホンザリガニとウチダザリガニの小型個体が形態的に比較的良く
似ているため、特に児童がウチダザリガニをニホンザリガニと誤認して捕獲・飼育し、再放流してしまうことにある
(*1)。

特徴並びに近縁種、類似種
はさみの付け根にある白い部分で信号を送っているように見える。額角は鋭く尖り、体はがっしりしている。体色
は緑褐色または茶褐色、青褐色など(*2)。淡海湖の個体群は別亜種タンカイザリガニとして扱われてきたが、現
在は同種と見なされている(*2,3)。

対策
放流禁止の法整備、放流の危険性に関しての普及・啓発。国などによる捕獲調査。市町村等を対象とした捕獲
カゴの貸出(北海道)。
放流防止には教育現場での啓発が必要で、教科書の副読本等で取り上げる必要がある(*1)。

その他の関連情報
北アメリカのカリフォルニア州南部やヨーロッパでもウチダザリガニが導入され、在来生態系へ影響を及ぼす深
刻な問題を引き起こしている。

分布図 ■有り/□無し
写真／イラスト ■有り/□無し

備考

本種は岩内町、千歳市にも導入されたが現在は分布が見られない。亜種の分類が混乱している。
原産地である北米では当初、北海道に導入されたウチダザリガニと滋賀県に導入されたタンカイザリガニ(滋賀
県の淡海池に分布するものはタンカイザリガニと呼ばれる。)は別の種とされていた。その後、分類学的な認識が
変わり、今では両者は同じ種類とされている。現在も、ウチダザリガニ、タンカイザリガニの名称はそのままに用
いられている。分類学的な扱いに関しては、まだ解決されていない部分も多く残されているが、原産地では数が
減って稀少になり、分類学上の標本集めも難しくなっている（*3）。

⑥ウチダザリガニ（昆虫以外の無脊椎動物）

影響

参考文献(省略、ホームページで全文献名掲載)

ウチダザリガニ
分類

導入の経緯

種の生態学的特性
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 植物  国外外来種

科名 キク科

種名（亜種名：*） オオハンゴンソウ

学名 Rudbeckia laciniata L.

英名 Cutleaf coneflower

異名

カテゴリー（北海道） □A1/■A2/□A3/□B/□C/□D/□E/□ｈ/□K

カテゴリー（環境省） ■特定外来生物/□要注意外来生物

カテゴリー（日本生態学会
ワースト100）/IUCN世界の
侵略的ワースト100）

□日本の侵略的ワースト100/□世界の侵略的ワースト100

原産地 北アメリカ

導入年代 明治

初報告 十勝(1975)（ハナガサギク）

全国分布 北海道～九州

道内分布 全道各地

導入の原因 明治中期に観賞用として導入され、逸出

生活史型 多年草

形態（高さ、特徴など） 100-250cm

開花時期 8-9月

生息環境 道端、河川沿い、湿った牧草地など

特記事項 温帯に分布。頭状花。虫媒花。多年生草本。地下茎から茎を束生し、上部で枝分かれする。

被害の実態・おそれ

　①生態系にかかる影響
①国立公園の湿原や河畔林といった自然度の高い環境に定着し、湿原の植物などの貴重な在来植物
との競争、駆逐が懸念されている。

　②農林水産業への影響 ②不明

　③人の健康への影響 ③不明

被害をもたらしている要因

　①生物学的要因 ①道端、畑地、湿原、河原など肥沃で湿った場所に、地下茎から茎を束生し、大群落を作る。

　②社会的要因 ②不明

特徴並びに近縁種、類似種

ワイルドフラワー緑化の材料として使われていた。種間交配などで育成された園芸品種が多く、ルドベ
キアの総称で流通していたものもある。オオハンゴンソウ属は世界で約30種が知られる。日本に自生種
はない。本種以外にアラゲハンゴンソウ（キヌガサギク）、オオミツバハンゴンソウ（ミツバオオハンゴンソ
ウ）などの野生化が確認されている。

対策

計画的な防除として、引き抜きにより採取し、適切に処分する。登別市のキウシト湿地は、ワラミズゴ
ケ、ツルコケモモ、モウセンゴケなどの貴重な湿原植生がみられ、日本の重要湿地500に選定されてい
る。1997年に確認されたオオハンゴンソウの勢力が広がり在来種にとって深刻な状況であるため、駆除
が行われている。 寒冷地に生育でき、大雪山国立公園の周辺部にも侵入している。 札幌市円山、北
海道大学構内、雨竜沼登山道、利尻島、支笏湖、旭川市などの各地で駆除活動が盛んに行われてい
る。

その他の関連情報 特になし

分布図 ■有り/□無し

写真／イラスト ■有り/□無し

備考

⑦オオハンゴンソウ（植物）

影響

参考文献(省略、ホームページで全文献名掲載)

オオハンゴンソウ

分類

導入の経緯

種の生態学的特性
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 植物  国外外来種

科名 キク科

種名（亜種名：*） ブタクサ

学名 Ambrosia artemisiifolia L.

英名 Common ragweed

異名

カテゴリー（北海道） □A1/■A2/□A3/□B/□C/□D/□E/□ｈ/□K

カテゴリー（環境省） □特定外来生物/■要注意外来生物
カテゴリー（日本生態学会
ワースト100）/IUCN世界の侵
略的ワースト100）

□日本の侵略的ワースト100/□世界の侵略的ワースト100

原産地 北アメリカ

導入年代 戦前

初報告 不明

全国分布 北海道～沖縄

道内分布 南西部に多い

導入の原因 作物、芝生種子などに混入し、移入

生活史型 一年草

形態（高さ、特徴など） 30-60㎝

開花時期 7-9月

生息環境 畑地、牧草地、空地、道端、河川敷など

特記事項
温帯～熱帯に生育する。窒素分の多い酸性土壌を好む雌雄同株。風媒花。種子生産量は32,000～
62,000個/株。発芽には10～40℃の恒温よりも10℃/30℃の変温が適。発生深度は2.5～15.5cm。土中
種子の寿命は39年以上。PH6～7で生育良好。 総苞に包まれた痩果（偽果）をつくる。

被害の実態・おそれ

　①生態系にかかる影響
①上高地への侵入がみられ、特に注意を要する種とされている。天竜川では代表的な外来植物の一つ
となり、他の外来植物とともに、固有種などの在来種と競合し、駆逐するおそれが指摘されている。

　②農林水産業への影響 ②世界的にみられる畑地・牧草地の雑草である。

　③人の健康への影響

③花粉症の原因植物である。1969年に世田谷区が小児ぜんそくの原因花であると発表した。アメリカ
合衆国やカナダでは、花粉症対策の研究や防除のために、国家的な規模で多額の研究資金が使われ
ている。花粉症の人はブタクサが少ない地域に移住するという。抜き取りや刈り取りで防除が行われる
が、除草剤（アトラジン）抵抗型があるとされる。ブタクサを食害するブタクサハムシが1996年に千葉県
で確認されて以来、全国に急速に広まった。韓国では輸入禁止植物とされている。

被害をもたらしている要因

　①生物学的要因
①土壌の種類や水分に対する適応性は大きい。種子生産量は32,000～62,000個/株と多い。土中種子
の寿命は39年以上と長い。痩果（偽果）は、雨、鳥、人間など様々な手段により伝播される。アレロパ
シー作用に関する研究が行われている。

　②社会的要因 ②不明

特徴並びに近縁種、類似
種

ブタクサ属は世界に25種ある。日本には自生種はない。オオブタクサ（クワモドキ）、ブタクサモドキが野
生化。変異が多く、ウスゲブタクサ（ケナシブタクサ）、ケブタクサ（ビロードブタクサ）の２型があるとされ
るが、中間型も存在する。神奈川県横浜市では、雄性の頭花がなく、頂生の花序も全て雌性の頭花に
なったメブタクサの記録がある。オオブタクサとの雑種オニブタクサ（A. ×helenae）がある。

対策
侵入経路や分布拡大のメカニズムを把握し、効果的な防除方法や分布拡大の抑制策の検討が望まれ
る。既に各地で定着しているが、希少種等との競合・駆逐等のおそれがある場合には、積極的な防除
または分布拡大の検討が望まれる。

その他の関連情報 旭川市の周辺河川敷では雪捨て場で大発生が確認されている。（旭川の帰化植物）

分布図 ■有り/□無し

写真／イラスト ■有り/□無し

備考

⑧ブタクサ（植物）

-35-

種の生態学的特性

影響

参考文献(省略、ホームページで全文献名掲載)

ブタクサ

分類

導入の経緯
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